
平成２３年度 第１９回 役員会議事要旨 

 
 
日 時  平成２３年１２月１４日（水） １０時２８分～１１時５３分 
 
場 所  学長室 
 
出席者  学長，瀨口理事，中島理事，岩本理事，宮﨑理事，緒方理事， 
欠席者  なし 
 
オブザーバー 後藤学長室長 他 
 
○ 学長から，第１６回及び第１７回役員会議事要旨の確認依頼があった。 

 
 
【 審議事項 】 
 
（１）国立大学法人佐賀大学予約型奨学金実施規程の一部改正について 

学長から，本件は，本奨学金の申請対象者の要件について一部見直しを図

ることと給付予定者の選考方法について入試成績によることを明示するこ

と等に伴い，所要の改正を行う案件である旨の説明があった。 
また，瀨口理事から，現規程の申請対象者について明記している第２条第

４号の高等学校等長が推薦する者の条文を削除し，その削除に伴う他の条文

の改正を行う旨である説明があった。 
さらに，学務部長から，一般入試受験者の申請方法に照らし，他の条文と

の齟齬による不備等が判明したことに伴う改正である旨等の補足説明があ

り，審議の結果了承された。 
 
（２）その他 
   特になし。 
 
 
【 協議事項 】 
 
（１）国立大学法人佐賀大学中期目標・中期計画実施本部規程の一部改正に 

ついて 
学長から，本件は，全学委員会見直しの対象であった大学評価委員会を

廃止することになったため，その機能の一部を実施本部へ移行することに

伴い，所要の改正を行う案件である旨の説明があった。 



また，岩本理事及び企画評価課長から，規程改正の概要，今後の手続及

び中期目標・中期計画実施本部へ追加する業務の内容等について補足説明

があり，協議の結果了承され，直近の教育研究評議会及び同評議会後の役

員会で審議することとなった。 
その後，学長から，今後の評価体制の流れ（報告及び付議方法の順序等）

について，質疑があった。 
 
（２）シンクロトロン光応用研究センターに係る評価結果について 

学長から，本件は，本センターの時限が平成２５年３月末までであること

から，役員会指針に基づき評価を実施し，その評価結果の報告内容に係る案

件である旨の説明があった。 
また，中島理事から，総合研究戦略会議評価部会の評価結果及び総合研究

戦略会議からの評価結果における報告の概要，評価結果のＳＳ¯の（¯）マイ

ナスの趣旨及びセンターの今後については，平成２７年度までの間，学内共

同教育研究施設のまま存続させる旨等の補足説明があり，協議の結果了承さ

れ，直近の教育研究評議会及び同評議会後の役員会で審議することとなった。 
 
（３）総合分析実験センターの時限評価について 

学長から，本件は，本センターの時限が平成２５年９月末までであること

から，今後，時限評価の実施等を含め，支援センターとしての評価方法を決

定する案件である旨の説明があった。 
また，中島理事から，本センターの時限の取扱いについて，これまでの経

緯及び１１月８日開催の総合研究戦略会議において審議した結果，本センタ

ーは，海洋エネルギー研究センター等と同様の研究センターではなく，支援

センターであるとの判断から，時限評価の対象外とする旨等の補足説明があ

り，協議の結果了承され，直近の教育研究評議会及び同評議会後の役員会で

審議することとなった。 
 
（４）研究プロジェクト及び研究シーズの評価方法等について 

学長から，本件は，研究プロジェクト及び研究シーズの審査・選定及び評

価方法を，より透明性を図る目的から，現行の評価方法等を改正する案件で

ある旨の説明があった。 
また，中島理事及び学術研究協力部長から，評価方法等の改正点として，

従来，研究推進部会のみで行ってきた審査・選定及び評価方法等を審査委員

会で実施する旨と研究シーズ及び研究プロジェクトの処理要領について補

足説明があり，協議の結果了承され，直近の教育研究評議会及び同評議会後

の役員会で審議することとなった。 
 
（５）その他 
   特になし。 



【 報告事項 】 
 
（１）平成２３年度国立大学法人佐賀大学顧問懇談会の開催について 

総務課長から，本件について，１２月２０日（火）１６時３０分から開

催する旨及び開催の趣旨，予定議題等について説明があった。 
 
（２）大規模地震対応消防計画に対応した総合防災訓練について 

総務課長から，本件について，１２月２１日（水）１６時００分からト

ランシーバーを利用した情報伝達・指揮統制訓練を主とした訓練を実施す

る旨及び訓練参加者，訓練概要等について説明があった。 
その後，学長から，自衛消防組織本部の設置場所及び学生の避難等を想

定した実施時期等を考慮すべき旨の意見があった。 
また，総務部長から，改めて防災訓練のあり方及び全学的な周知方法の

整備不足等について，今後検討されるべき課題がある旨の補足説明があっ

た。 
 
（３）マラン州立大学（インドネシア）との大学間学術交流協定の締結に 

ついて 
学術研究協力部次長から，本件について，１２月７日に締結したマラン

州立大学との大学間学術交流協定について報告があった。 
 
（４）公的研究費の不適切な経理に関する調査結果について 

財務課長から，本件について，８月１９日付けで文部科学省から通知の

あった「研究機関における公的研究費の適正な執行等のための取組の徹底

について」に基づき学内において周知及び調査した結果，預け金及びプー

ル金の有無について，「無」という結果であった旨の報告があった。 
 
（５）平成２３年度就職内定状況について（１２月１日現在） 

就職支援課長から，本件について，対前年度同時期比の学部で５．１ポ

イント増，大学院で５．７ポイント増，総計で４．９ポイント増となって

いる旨と昨日開催の大学運営連絡会で指摘のあった総計の４．９ポイント

の数値について改めて確認した旨及び１０月１日現在と比較した場合，総

計で１０．１ポイント増となっている旨等の報告があった。 
その後，学長から，一目でわかるグラフ等による資料の必要性について

意見があった。 
 
（６）その他 
   特になし。 
 
 



【 その他 】 
 

○ 佐賀大学版ＩＲについて 
  学長から，本学版ＩＲの完成イメージ及び出力機能イメージの概要に 
ついて報告があった。 

 
○ 事務局玄関前の門松について 
  学長から，門松が完成した旨及び１２月２１日開催の拡大役員懇談会

終了後，記念写真を撮る旨の報告があった。 
 

○ 次回役員会の開催について 
  学長から，次回の役員会は１２月２７日開催予定でしたが，特に新た

な議題の予定がないため，１２月２１日開催の拡大役員懇談会終了後に

開催する旨の報告があった。 
 


